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『人と歴史と緑が醸す笑顔と交流のまち東西条』 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

４月２４日、東西条地区住民自治協議会定期総会を開催し、平成２５年度

の事業報告・決算報告・監査報告、平成２６年度の事業計画（案）・予算（案）

について、審議をしていただき、いずれも承認されました。今年度は、承認

された事業について、予算と照らし合わせながら着実に実行していきたいと

考えています。また、今年度、自治会活動保険に加入しました。これは、住

民自治協議会の活動に従事したり参加したりされたときに起きた偶然な事

故等に対して適応される保険です。対象は、東西条地区住民自治協議会に加

入されている世帯の方々ですので、未加入の方は各地域の区長の方へ申し出

て、加入してほしいと思います。 

また、５月２２日の役員会では、総務、防犯・防災、福祉、健康・生涯学習、地域活性化の各部会か

ら活動報告や今後の予定についての説明がありました。（次の面に各部会の内容や他の議題を載せてい

ます。） 

 

 

 

 

（役員会の様子 5/22） 

  吉土実公園を育てましょう 

東西条地区住民自治協議会 会長 横山 高嶺 

   

吉土実公園の整備が終わり、四月から一般に開放されました。早速グランドゴルフ同好会、女性会か

らの申し込みがあり、午後からは子どもたちがキャッチボールやサッカーに興じています。5月 16 日

には土与丸地区社協で、総会の後での三サロンの交流会でグランドゴルフ競技を行いました。有意義な

交流になったと思います。現在公園にはトイレがないので、行事のときには、老人集会所のトイレを使

わせてもらっていますが、来年度は、市に要望してトイレを設置したいと思っています。 

 吉土実公園は公園里親制度の下で、地域のボランティア団体(吉土実公園を育てる会)が草取りや清掃

活動などの維持管理を行っています。使用後の清掃、後片付けなど、使用される方のご協力をよろしく

お願いいたします。また吉土実公園を育てる会へのご入会もお待ちしています。 

 

 

  

 平成２６年度定期総会並びに５月役員会について  



  

 

 

《５部会》                         〈５月２２日の役員会 当日の議題〉 

○ 総務   ・「平成２６年度 東西条地区年間行事予定」を区長の皆様の協力を得て４月中に配付でき 

た。活用をお願いします。 

○ 防犯・防災・「防災マップ」看板設置について・・一時避難場所（待機場所）や避難経路等を記載した 

東西条地区全体の防災マップが完成し、全世帯に配付した。今年度は、まちづくり活動応 

援補助金をいただくことができ、東西条地区以外の方々にも安全・迅速に避難していただ 

けるよう地域内の１６か所に看板を設置するよう準備を進めている。 

       ・「東西条みまもりネット」について・・皆様方のお陰で、参加してくださる方も増えてい

る。６月２２日に東西条地域センターで総会・発足式を開く予定である。 

○ 福祉     ・東広島市主催の住民自治協議会社会福祉部会代表者会議があり、地域福祉計画の説明や 

各地域の情報交流があり、本部会の取り組みである「子ども民生委員体験活動」も紹介 

された。このような情報共有の場は必要であり、これからも行ってほしい。 

○ 健康・生涯学習 

       ・６月１日の「市民スポーツ大会（陸上の部）」の開催に向けて、選手選考を行った。来月 

の役員会（６月１９日）で結果をお知らせするが、多くの皆様方の応援をお願いしたい。       

○ 地域活性化 ・事業計画を立て予算配分をした。7 月に星空まつり、８月に盆踊り、１１月に東西条ま 

つり、通学路のゴミ拾いを６月と１１月に行う予定である。皆様の協力をお願いしたい。 

 

 《役員会での上記以外の主な連絡、審議事項・審議内容・意見等》 

  ○豊岡市からの視察（５月２５日）について 

    兵庫県豊岡市から、１６名（新しい地域のあり方検討委員会委員や市役所職員）の方々が、住民が

生き生きと生活でき、地域の運営が持続していく仕組みを考えることを目的として、本自治協議会に

来られます。お互いに良さを学び合い、高まっていきたいと思います。この研修につきましては、 

「地域センターだより第８号」か「自治協議会だより第９号」でお知らせします。 

 

  ○平成２６年度「きれいなまちづくりキャンペーン」の実施について（お願い） 

    東広島市では、６月の第２日曜日を「環境月間の日」と定め、全市一斉清掃が実施されます。東西

条地区におきましては、東西条小学校周辺の道路、水路等に捨てられたごみを収集します。多くの皆

様の参加をお願いします。 

    ・日  時  平成２６年６月８日（日）午前８時３０分から約１時間 

    ・集合場所  東西条小学校（児童玄関前広場） 

 

※  雨天等による中止の決定につきましては、 

ラジオ「FM 東広島」にて、午前７時から 

７時３０分の間に放送しますので、よろしく 

お願いします。 

 

         東西条地区住民自治協議会地域活性化部会 

         東広島市公衆衛生推進協議会 吉土実地区 

 

住民自治協議会「５部会」の事業報告・今後の予定 

 

《東西条小学校》 



 

 

 

東西条地区の話題、出来事、史跡等、お届けします。今回は、「加地 守 様の絵が美術館に」です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんなことがあるよ」「これは皆さんに知ってほしいな」等のニュースがありましたら、事務局 

（東西条地域センターTEL＆FAX  082-421-2023）までご連絡ください。お待ちしています。 

 

 

 

 

 

○ 主催講座「盆踊り唄から学ぶ西条の歴史」 

   「♪～松子山には昔も今も音に聞こえし牛万長者の古跡が 

 ござる今なほ残るは金山峠♪～」（松子音頭３番）。 

 

８月１日（15:00～17:00）、吉土実盆踊り唄の歌詞に出 

ている史跡や文化財について、東広島市教育委員会文化課の 

方に説明していただく予定です。盆踊りの練習もこの日から 

始まります。盆踊りの歌詞から東西条地区をはじめ西条町の 

多くの良さを学び、実際に歌ったり体を動かして踊ったりす 

ることは素晴らしいと思います。多くの皆様方のご参加をお 

待ちしています。 

なお、当日の詳細についてのチラシは、６月に配付いたします。 

東西条地区 ミニ・ニュース  

「八千代の丘美術館第１３期入館作家作品展示会」開催について  

～加地 守様の絵が美術館に～ 

東西条地域センターに絵を飾っていただき、来館者の皆様 

 を楽しませていただいております地域の加地様から、「安芸高田 

市にある八千代の丘美術館で、１年間、作品を展示していただ 

くことになった」とのお手紙をいただきました。東西条地区の 

住民として嬉しい便りですので、皆様にお知らせします。 

なお、毛利元就のゆかりの地として知られる安芸高田市には、 

郡山城跡、土師ダム、神楽門前湯治村、たかみや湯の森、湧永 

満之記念庭園等の観光名所もあります。美術館に行かれた時、 

立ち寄られるのも良いのではないかと存じます。 

 

場所：安芸高田市立八千代の丘美術館 

（安芸高田市八千代町勝田 494-7  ℡0826-52-3050） 

 

 

～子どもたちも頑張りました～ 

《昨年の盆踊りの様子》 

東西条地域センターからのお知らせ  

 

《センターに飾っていただい

ている絵画（中央公園）》 



○ 「今年もツバメがやってきました！」 

「チィッチィー。」子ツバメの声がしたのでその方を見ると、親ツバメ

がえさを持って飛んできたところでした。５月１８日の日曜日の朝のこ

とでした。折しもこの日は、東広島市政４０周年の記念式典開催日。嬉

しいことが重なり、思わず顔がゆるんできました。 

子ツバメはさえずったり大きな口を開けたりしながらえさを待ち、親

ツバメは短時間のうちにえさを渡しています。そのお蔭で、子ツバメは 

日に日に成長し、巣が小さく見えるようになりました。 

 

○ 「小さな命の写真展」より 

地域センターのロビーで「小さな命の写真展」を開催して

います。５月１９日、主催者である藤原さん（朗読）とオカ

リナ教室の岸田先生（オカリナ演奏）がミニ・コンサートを

開いてくださいました。 

この日の「参加者の声」と「写真展の感想文」の一部を掲

載します。 

《参加者の声》 

・本を読むのと違い、耳で聞くと心に響いた。 

・オカリナの音色と朗読の声がとても良かった。 

・涙が出てきた。 

《写真展の感想文》 

・動物を飼う人は、責任を持って最後まで世話をしてほし 

い。 

・野良猫にえさをやる人がいるが、本当に動物を愛するの

であれば増やさない努力をしないといけない。また、自

宅で飼ってほしい。 

・動物を飼う前に家族とよく相談して、動物に悲しい思い

をさせないように皆で考えるようにしたい。 

・心が痛む。犬を飼いたい気持ちはあるが、飼える環境に

ないのであきらめるというのも愛情ではないかと思う。 

・「３日の命」という言葉が特に印象に残った。 

・責任を持って飼うこと、命を大切にすることを学んだ。 

・生物はどれでも小さな１つの命がある。わたしも小さな命を大切にします。 

・全てのものに大事な大切な命があるということを改めて重く感じた。 

・「犬たちをおくる日」の本を読み、動物愛護センターで家族になる子と出会った。他に７匹もい 

て「全部引き取れたら・・・」と思うほどだった。「その他の犬の子たちの分も幸せに暮らしま 

す」と約束したのが３年前。今も元気で甘えん坊の家族だ。「我が家に来てくれてありがとう」 

とセンターの方々や本に出合ったこと、写真展に感謝している。 

 

 

《頭をやっとのぞかせた 

子ツバメ ５月１８日》 

 

 《多くの皆様が聴いてくださいました。》 

 

《小さな命の写真展》 

 

《５月２２日》 


